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岐阜大学教育学部附属小中学校の教育課程の特色である「どう生きる科」の学びにおいて、

５年生がエシカル消費教育の一環として生命倫理に迫る授業を，岐阜農林高等学校動物科学

科酪農部門の高校生と協働で実施します。本授業は，岐阜大学教育学部社会科教育講座 須本

良夫教授と岐阜大学教育学部附属小中学校栄養教諭 森田裕代の共同研究の成果を授業化し

たものです。 

今回の授業は、昨年コロナ禍で突然の学校休業になった際の牛乳廃棄をきっかけに，子ど

もたちが大人になった時も幸せな食を守るために今考えることは何かと探究を始めました。

探究の過程で，乳牛と関わりながら学んでいる高校生の存在を知り，協働で学ぶことになり，

本時では「経済動物である牛の幸せ」について，命か，経済かということをテーマに，日々

命と対峙しながら学習している岐阜農林高等学校の高校生らも議論に参加します。いろいろ

な場で様々な学びをしている子どもたちが，それぞれフラットな場で議論をすることは，こ

れまでにない教育内容を深化させ、資質・能力の育成につながります。 

つきましては，下記の通り授業を実施しますので，当日の取材についてお取り計らいいた

だきますよう，よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

日 時：2021 年６月２３日（水） 13:20～14:00 

場 所：岐阜大学教育学部附属小中学校 5 年3 組教室 

対 象：5 年生 

研究のねらい：何気なく飲む給食の牛乳も，深く探究をしてみれば動物と私たちの暮らし 

を見つめなおすエシカル消費を突き詰めて考えることが必要であることに

気付く（岐阜大学教育学部社会科教育講座 須本良夫教授の研究の一環） 

授業者：栗本 麻衣，森田 裕代（岐阜大学教育学部附属小中学校教諭） 

授業協力：岐阜農林高等学校動物科学科酪農部門 

（古関 敬 先生，酪農部門高校生の皆さん） 

岐阜大学教育学部附属小中学校５年生と岐阜農林高等学校の高校生が 

経済動物の幸せを一緒に考える生命倫理の授業を実施 

― 牛は生きているだけでかわいい VS 経済の助けになることこそ ー 
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岐阜大学教育学部社会科教育講座教授 須本良夫 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

岐阜大学教育学部附属小中学学校    

 TEL:058-271-3545 / 058-271-3507 

岐阜大学教育学部社会科教育講座 教授 須本 良夫 

E-mail：sumo440@gifu-u.ac.jp   
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